





































































































と返した。 「水上」 には 「神」 が掛かる
５。 神の心は知らないが、 と謙遜している。




































































































       （江帥集・三六一）
 


































































































































                （永久百首・冬・五節・三六六・藤原仲実）
 















































































































































 「船路はあともなかりけり」とおける文字続き、いとよろしくこそ聞こえ侍れ。 「うらみ 深き松浦佐用姫」と言へるや、少し腰離れたる心ちし侍れど、 よく思ひとけば詞かすかに心こも てなほをかしく侍るべし。
 































































































































































































































































































































              （古今和歌集・雑上・八八九・よみ人しらず）
 





































    









































































               （竹風和歌抄・文永三年十月五百首歌・二月・五）
 














































































































 「水上」に「神」を掛けたことが明確な歌に、 「水上の定めてければ君が代にふたたびすめ堀河の水」 （好忠集・五八五 、 「苗代のみな水上にまかせてき思はむ方にかつもひけとて」 （相模集・二月・四三二）等がある。
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久保田淳「殷富門院大輔の南都巡礼歌について―南都巡礼記の「后宮」に関連し ―」 （ 『和歌史研究会会報』第七十九号・一九八一年六月、 『中世和歌史の研究』 〔明治書院、 一 九三年〕に所収）
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異本『伊勢物語』には惟喬親王の返歌として、 「夢かともなにか思はむ憂き世をばそむかざりけむ程ぞくやしき」が載り、 『新古今和歌集』雑下に入集し が、 『古今和歌集 『伊勢物語』 『業平集』等には見えない。
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や物語におけ 主体が仏教的・神話的文脈で語られるようになるのも やはり自然なことなのかもしれない。両者に共通するのは、神仏の顕現により過去と現在（語りの現在を 含む）が主観的 繫がるも として認識されている点である。したがって、そ よう 「語り口」の定義として適切な既存学術用語を探 ならば、 「物語の現在」とも「劇的現在」と 呼ばれる「歴史的現在」という用語等が想起される る
。
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